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言わぬが花 。辻棲.践)を合わす

【言わ ぬ が 花】

【辻紙を合わす】
また 当 たり庫(さわ)りを避けるたちに言わないほうがよいこと|
◇括の筋道がなんとか合うようにする
「辻Jは、縄い日が十文字に合うところ。「緩Jは 軒 物の組の左
右が合うところ。そこから「辻楼Jで 物 事の道理を意味する。

1/sは今在籍している 「新肌Jが 大好きなのです。理由は、しがらみがなく、

いよいよ百花縦乱のなになりました 平 成18年度の鮨橋市の予算を書巌する議会が
3月 278に F■l会しました 決 して,筑 が良くなったという知 感1`ありませんが 前 年
度比で 27%地 の1484億円の一般会,ヤが承認されました。十年全体については 1テの
広thれど4月 下句に発行される議会だようを参照 してください,
今世は 新 会派選生と3月 韻会の【円のうちの 1つ と答弁を掲ftします.残 りは次
日以怖にlt載します。

Oヽ 月に市議会に「自由民主党Jという会派ポてきました。

この 「自由貴ま党Jは 、旧 「市政会Jの 6名 と日「リベラ

ルJの 6名 による12名の新会派です。今までは こ の2会 派

と 「rsr政会J6名 と、私がいる 「新風Jの 8名 により、通称

「保す系4派 Jと r」っていました。

本来 「寵政会Jに 自由民キ生公認の議員が多数おられるの

ですが ど ういうわけか新たに結成した 「自由民主党Jに は

証も入っていません。

保守―筋の私にも当然のように筋話がありました。しかし、

白出に自分の意見が■えて、全く束親がないのです。他の会

派もそうなのかも知れませんが、私は取えて 「白出民主党J

には入りませんでした。

何故かは 「言わぬが花』ということにします。

②公民館使用料尊改正について

市内に25FHある公民rPの使用方枚が変わり、一者Fに使用料

の負lBが発生することになりました。

現泊i、公民FLの貸 し卜Hしは、3区分
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(午前 9時 ～12時、午後12時30分～
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～午後 3時 、午後3時 ～午後 6時 、年後 6時 ～午後

9時 )に なります。 3区分の場合は、それぞれ区分

の間に30分の時間的奈裕があり、わLや粒子の出し入

れに十分な時FRHがありましたが、今度は正味3時 間

ずつなので、次の方のために会議等の時間を早めに

終えて、片付けをしなくてはなりません。

もっとも、会議等は大体2時 間が日安ですから、会議を30分早めに始め

て30分早めに終えれば解決します。

しかし、今まで 「戒九制度Jに より全須戒免の思恵を受けていた、町会

自治会や社会教育団体 (サークル活動等)が 、5割の減免になります。つ

まり残りの5割を負担することになるわけです。

今議会には社会教育団体から3件 の負担反対の際情が出ました。私は町

会 自 治会の立場から「町会 自 治会は、行政や社会福をL協議会 警 察や

消防争の活動に協力し支えているし、行政の及ばない分野で対応している

船橋市の根幹をなす組織ですから、従来通り全額戒免すべきではないか」

と質問しました。
一 生江学習部長の答弁一

◇公民館は社会教育施設であり、地域のコミュニティ
づくりの拠点ですが、その主たる目的で利用する社会
教育関係団体や、単位町会 自 お会等の公共的団体、
tFn橋市老人タラブ連合会、ボランティアグループ等の

福祉団体にも、適工な使用料の見直しと受益者負担の
描千化の観点から、光熱水賛の使用対の5割をご負担

戴くものです。但し、地区社会福祉協議会や地区連は

全額免除とします。ご理解ください。

4時 30分、午後5～ 9時 でした。これが、4区 分 (frl1 9時～12時、12時

という答チでした。lL区運がよくて町会 自 治会が連うのは 「辻終が合

いませんJが 、受益者負担の観点から無理無理に理解せざるを得ないのか

時
間
で
す
よ

もしれません。

使用料は、使用する部屋の大きさによって違いますが、

使用で570～880円となります。 (この8割の負担です)
一言「の議員から「公民館は貸宣業になりさがったJと い

う話がありましたが、それは極端 偏 見的な言葉であり

「業」とは利益を道求するものであって、光熱水資の実

費の一部負担は 「業Jで はありません。

これにより年間で約8千万円の収入となるそうです。

厳しい財政を考慮すると、やむを得ないことかも知れま

せんが、是非とも無駄遣いはしないて欲しいものです。
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